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いつもお世話になります。7月にクライア

ント様のご招待で岩国市の錦帯橋へ行き

ました。錦帯橋は日本三名橋の一つで日

本を代表する木造橋です。五連の反り橋

をふうふう言いながら渡った先に良い具

合で 100 種のソフトクリームを販売する

お店が在ります。ソフトクリームを食べ

終えて渡って来た橋をまたふうふう言い

ながら戻ると最高に喉が渇きます。絶対。 

 

朴廷熙公認会計士事務所 

〒542-0081 

大阪市中央区南船場 1-16-10 大阪岡本ﾋﾞﾙ 5 階 

電話：06-6264-6135 ＦＡＸ：06-6264-6136 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
領
収
書
な
ど
の
紙
の
書
類
を
デ
ー
タ
で
保
存
】 

 

日
々
、
増
え
る
領
収
書
や
契
約
書
と
い
っ
た
紙
の
書
類
を
、
ど
の

よ
う
に
保
管
し
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
実
は
こ
う
し
た
紙
の
書

類
を
「
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
変
換
し
て
保
存
」
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
が
あ
る
の
で
す
。 

そ
れ
は
「
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
」
と
い
っ
て
、
一
定
の
要
件
に
従

っ
て
デ
ー
タ
を
保
存
す
れ
ば
、
紙
の
書
類
は
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
書
類 

を
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
不
要
に
な 

り
、
災
害
な
ど
で
被
害
に
あ
っ
た
場 

合
に
は
大
事
な
書
類
を
紛
失
す
る
リ 

ス
ク
も
低
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
１
０
年
以
上
前
か
ら
あ 

り
ま
す
が
、
要
件
が
厳
し
く
ほ
と
ん 

ど
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
１
５
年
の
税

制
改
正
で
要
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
使
い
や
す

い
制
度
に
変
わ
り
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
、
３
万
円
以
上
の
領

収
書
や
契
約
書
な
ど
も
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
点
や
、
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
日
時
を
証
明
す
る
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
が
あ
れ
ば
、
電
子
署

名
の
付
与
は
不
要
に
な
っ
た
点
な
ど
で
し
ょ
う
。
タ
イ
ム
ス
タ
ン

プ
と
は
、
電
子
デ
ー
タ
が
あ
る
時
刻
に
確
実
に
存
在
し
て
い
た
こ

と
を
証
明
す
る
電
子
的
な
時
刻
証
明
書
で
す
。 

領
収
書
や
契
約
書
な
ど
の
書
類
が
た
く
さ
ん
あ
る
場
合
に
は
、
ス

キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
タ
イ
ム
ス
タ
ン

プ
が
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
改
正
に
よ

り
使
い
や
す
い
制
度
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
手
間
や

費
用
な
ど
を
比
較
検
討
し
て
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

 

李です。最近、回転寿司以外にもちょこちょこお寿司屋さんへ行くようになりまし

た。子供の頃は父に連れられてカウンターで海老、いか、海老の繰り返しでした。

最近は細巻きがお気に入りです。山ゴボウ、奈良漬、ワサビ多めの干瓢巻が好きで

す。そして意外な組み合わせで好きなのが「トロタク」です。いま話題のあのアイ

ドルみたいな名前でしょ。トロとたくあんでトロタクです。トロに刻んだたくあん

を入れることで味が締まって大変美味です。機会があれば是非食べてみて下さい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とでした。耳の裏にはビジネスのツボがあり、清潔にすることで商売のセ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幸せの種をまこう】 

 

人の成功を素直に喜べないことは誰にでもあるでしょう。そんな

とき「あいつは運が良かっただけさ」とか、「今回は俺に運が向い

てこなかった」などと自分を慰めてみても後味は悪いものです。 

マーフィーの法則によれば、運は均等にあるそうです。 

「この世に運のいい人も、悪い人も存 

在しません。ただひとついえることは、 

運を引き寄せられる人と引き寄せられ 

ない人がいるだけで、運は均等にあり 

ます」。 

たとえ自分に都合の悪いことがあって

も「運」のせいにするのではなく、良い結果が後からついてくる

ような行動にシフトしてみませんか。今から 100 年以上前に、イ

ギリスの作家ジェームズ・アレンが『「原因」と「結果」の法則』

という本を書きました。成功哲学の祖デール・カーネギーにも大

きな影響を与えた人です。その本にはこう書かれています。 

「私たちがこれまで考えてきたこと（原因）が、私たちを、いま

の環境（結果）に運んできたのです」。 

つまり毎日の仕事は「原因という種まき」ともいえます。商売で

成果が出たとしたら成果が出るような種をまいたということで、

運が良かったわけではない。失敗も運のせいではなく、まいた種

に問題があったから。商売の浮き沈みを原因と結果の法則に当て

はめるとこうなるのではないでしょうか。原因があって結果があ

る。至って当たり前のことですが、100 年も前からいわれているこ

とがちゃんと実践できていないから、つい運のせいにしてしまう

のでしょう。原因は目の前にあるとは限りません。いつまいたか

忘れてしまったような種が思わぬときに芽を出すこともありま

す。思うような結果にならないときは謙虚に結果を受け入れて、

次は「良い結果」に結びつくような種をまく。この繰り返しを「仕

事」と呼ぶのかもしれません。同書にはこうも書かれています。 

「自分の環境を直接はコントロールできないかもしれません。 

でも、自分の思いは完璧にコントロールできます」。 

やはりすべては自分次第というわけですね。 

【今月の教えてキーワード：年金積立金管理運用独立行政法人】 

 
公
的
年
金
で
あ
る

厚
生
年
金
と
国
民

年
金
の
年
金
積
立

金
の
管
理
・
運
用
を

行
っ
て
い
る
厚
生

労
働
省
所
管
の
独

立
行
政
法
人
。
年
金

積
立
金
と
は
保
険

料
収
入
の
余
剰
分

の
こ
と
で
、
こ
れ
を

国
内
外
の
株
式
や

債
券
に
投
資
し
、
運

用
で
得
た
収
益
を

年
金
給
付
の
財
源

と
し
て
国
庫
に
納

め
て
い
る
。
１
９
６

１
年
の
国
民
年
金

開
始
以
降
、
公
的
年

金
の
積
立
金
の
管

理
・
運
用
は
年
金
福

祉
事
業
団
が
担
っ

た
が
、
２
０
０
１
年

の
法
改
正
に
よ
り

年
金
資
金
運
用
基

金
へ
と
変
わ
り
、
２

０
０
６
年
に
現
体

制
と
な
っ
た
。 

お年玉を貰い始めてから母の教

えでお年玉帳をつけていました。

そのお年玉は父が私名義で貯金

し定期にしてくれました。昔は金

利もよかったのですが、今は超低

金利時代。一番最後の記憶でそれ

でも確か 96.1 万円ほどになって

いました。8年ぶりにもう 100 万

円に達したかな、と銀行で記入し

て貰うとまだ 96.9 万円でした。

一年で 1000 円未満増ﾍﾟｰｽ。100

万円になるにはあと約 30 年超！

存命中の 100 万円到達は厳しく、

私の葬儀代になりそうです。李 

日本マクドナルドの創業者・藤田

田（でん）さんの習慣は耳の裏を

洗うことでした。耳の裏にはビジ

ネスのツボがあり、清潔にするこ

とで商売のセンスが磨かれると

確信していたそうです。これはユ

ダヤ人が５千年もの間、密かに続

けてきたことだとか。成功者は自

分なりの習慣を持ち、それを貫き

通す人が多いようです。 

 


